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『アフリカ二i；主化と

世界経済へ （／j影響』

Ahmed Muclclathir, Die lndusti‘ialisierung dcr 
・wii tschaftlich unterentwickelt削 afri恥 nischen
Liinder u11d ihre A川川rkungenauf die iVelt-
削 ＇rtschaftげーEin Beitrag zur L吋 1111g des 
lケoblemsder z口・rts,'iuぴtii, I:《・11I '11terentwick-
i 101g im Rahmen 口山γ hori亡川talen inter-
nationalen Arbcitst,・i/1111g, I Ju!ll・kcr & Hum-
1,1ぃt,Berlin, 1957, :i:: I日

従来のアフリカ研究には，とかく特定の医｜による十自民

地支配やイヂオロギ一戦略の道具となるか，もしくは個

人の知的好奇心を満込させる汁象となるにすぎぬものが

多かったL，また幾多公にされたアフリカ帝王済開発に悶

す：＇ ';¥'ftも，アフリカ人iI、外，I) / /; ¥ = I.る ーカ，it＇＇］な主義試さ

とJ'l',f'rllこ基づU、て書かれ lピ（ cl），＇：‘｝＜，， 1;・:,Iであった。 Lカa

'.. r・ Y リカ研究者の態！なと！ と！，け、 L円＋ Lv、ことは，た

にこりもまずアフリカ人こりJ，斗に J'j• 士 l旬、て：考え，かオL

らの問題を）諜じ，事実全し ζwおう、・.），それらを客観化

し，一般化することでなければならないのカーかる：lJ:味に

おいて，本書l土アフリカ入学校自身の手にたった数少な

いお作の戸っとして，かれらの：j:fj,i'iJts. j ：＇］）；と分析をね l

る上にきわめて良重なものとヤえよう。’Tt:百が，この「l¥

l''i ＇！＇－＇＇どが必ずしも新 Lくた＇・ ii,17 ¥・ あえて書；干に Eり

おいたゆえんである。

)¥ /1A ・ムダティーA にノ川一：；し／＿：，•、著者にその紹介

j,1',i 汗きもなヤので詳Lくht j、え込「，f仁ィ、が，筆者が角uる

ね11!1：・は，かれはスーヶン A<,＼：己＇小大戦後ヨーロソ

パに波り，まずパ lJ大学に籍を鼠き， Instilutcl’Etucle日

Politiques, Institut des Hautcs Etud出 lnternationales

に学び，ついて、 EcoleN ationale d’Administrationのれ

済学部で研績を積んだ。その後1953,rから57fj.:l:.でヘル

1) ＞大学（I「reicUniversitiit Berlin）にはいり，千f名なIll:

'/r',:(f；汗’芋名手カール ・C・ ,.- 'C P、f: . I，パrl（二 Thalheim)

れ十:c,・,Fで学i立を受けよ 本，＇＞ハ i¥iト； L, :I:.｝にその際

;I; ,;it／，＇；提出した「？ f,'i:；川〈）｜ド）ど I: lli川、γtat.ion）なので

:. この篤学のアフ：） ）；人・＇；： g,, :-:::n，ミージにわた

る労作は，ただちに教授のit~j するところとなり，その

推務でまもなくドイツの出版社 Dunc!日 r& Humblotの

「国民経済双書J(Volkswirtschaftliche Schriften）の第

114 

:nf.!.；にIi!.,/J ，二れることとなり，初めてtll：に！日J).,.hた。

二十あれ本一j手の干者JjJ:を見ると玖：の土おりむある3

'()(," 新 lL、世界経済のために

A. f氏開発問問題の発生

日．アブリカ「工業化」は先進工業国の「国民経済的

自殺」を意味するか？

者0 霊堂 経済的（氏開発性とそれを克服するカ

;¥, 終済的低開発性の諸要素

］＼＇それた克月設するカ

γ プ！｝カ｛氏開発地域の限定

：バ：｝子，f アノリカ「工業化Jの基盤！：：＇♂ての諸条件

>/;:¥Ji' y-.1リカ「工業化」の経済的校拠

治 4i許： アフリカ「工業化」の世界経済への影響

A. 長期的影響と将来の国際商品交換形態

日 直接的影響

的日主主 「：［業化」の資金調達

A. 従来の「工業化」資金調達法

B. Iトmt.i'N本移動における変化

（、 iii'I l:1 

？、，，1/,jj:jy 

ll 資本輸出の当該国民経済への影響

.i:り1/ 「仁業化J計画

A. ［工業化」過程における国家の役割

日．現在のi氏開発国における「工業化」政策

/;;'l 711戸 沢開発諸国経済発展（特に濯瓶問題）の新解決

寝間としての原子力利用

ごめJTか巻末に16ページtこ汝ぷかなり網縦自与な文献呂

はが｛、iせfられている。

II 

f、ず 庁，論jにおいては，戦後世界経済の構造的変化，

すなわち帝闘主義的植民地支西日体制の崩壊と世界商品貿

め構造の変化が強調される。つまり低開発国が従来宗主

悶とのll¥Jに結んでいた「経済ブロック」とは異なる低開

発m但I）の主体tU：：某づいた新しい「国際分業」が生まれ

るべきだとする認識から， i欠のように言う c 119世紀お

じけ11/li紀初頭には，｛氏開発川は阿波工業［.tiの経済的必

ふ： I: .0司定されてし、たが，ケけでは日に，先進工業

いI1泊、：n：；］来i土｛氏IJ百発地域に上 p ては定さ ｝.t/jようにな

-s': I二，主た「低開発地域こそlit1／，手続済の“吸引点”

,1¥nziehungspunkt）なのだj と。そし亡低IJM発国の主

体的経済発展において最もダイナミックな要因は「工業

化」であり，そのための資金調達法は世界経済構造の完
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全な「河編成」を要求せずにはおかない。その場合にな ている。それはまず「工業化」を世界経済と園内政策の

によりも滋要なことは，外国への依存性を払拭すること 視角からながめ，ついで植民地時代の国際投資の意義と

だが， 「それは“工業化”を遅らせることはあっても， 効果を検討し，長後に「工業化」の理論的根拠として「均

妨げることはない」と考える。かくて依開溌lflの「工業 衡成長」理論を媛用している（これについては後述〕。

化Jf！：；可，＼：工業国の発展を阻＇hすろL":Iと十l；二つu、ては， I :i, ・I ,;,, Jでは，アフリカ「工業化 iOllfl: ＇／.＇－紅； Nl10効

," .. ・:; ＿＂ル（ H.Dietzel）の Il1JJ C,f,MiJ I』殺J( der !1~ t,: /S伝L円、石。まず長期的影響と：If）ミにおけるi亙絞

,・nlk刈 irt ,chaftliche Selhstm加しの吋店主：；，；用される。 比＇1i,'11'1 Jとp'/,J)！「；，／liとして，古典的「国際う｝YJび）ρ：：，；：，ilを右' 

可J.r J片行l.t, 「資本主義がE昔η1:iグl一y、に： yて市J.；，；＇；一を創 kλfこうえ〈’ i品去：こおける工業国Ii＇，！のr:'r1i'11

出す叫傾｛向をもつ」かぎり， f広閲発回lιおける購買力拡 を確i沼、し，新しい「国際分業」のあるべき姿を示唆す

大は，むしろ先進工業国の輸出増加に必要だとし，それ る。虫丸鋭期的・｜直接的影響として， 「工業化J過程の

を植民地体制の害恋を度外視して，ただあに先進工業国 外悶筑め構造に及ぼす利得と長i失， ill；界市場における競

の「悶l＇（；経済的 ll殺」と考えるのは，「手段」と「JJ1J'J」 ftのnm乱脈材料生産，輸出への効果，既ii文工業国の生

とを混同したものにほかならぬ，と宇治びしく批＇ j'IJす 必転燃のr,r能性，摘民体制の「工業化」への寄与などを

t•,:,:tl→ノ〈？二土に社上界市場における校 （；につL 、ては，「ffi;

「；日 l,/Jにおいては，ま寸乍主流1'i'J!J(J]¥11/,:tを1)1的・ むたl!'d巴jiこ印U1, r1 :iド：の経済発fii':の！ftsl!.!,: ,,({lllにトレ

'/, ;'1'Jfi11.ri:1 Jトら分析し，またそ＜：＇）） 'y；；；：ーξたよノ；とit的諮要因 イ〈 ，その？？殺を高く詳細してk、るつ

';, f,c' I f L、ついで低開発性の［11,[)J'i:'主主Jr,＇、主らに国内 山口市 jt土fブリカ「工業化」のとめのロィ；＞ :;,;J達関

ii' ;,f ;:1; i'：， 三対外経済関係の戸川＇ 1トi.w.:;r：だ の↑1格をrj)J

らかにする。それから，これを克服するものとして「に

業jを前回にtiドし出し，侭開発図における「て業イヒJの

芯義を，技術的過rn，植民地体制下における形態，およ

び社会学的現象としての側面から論ずる0 fi1後に， f 7 

') 'Jにじ唱て特殊な地｛立にま； ,; ・:J ・ 1JJ111・,:::'l1：れ， Tブ

リ i)Ii'、

で，心↑ l このI且がもつ特殊＇＞ f!U:lず己：'i＇三， ::rn元＆.ご業の
JL,f；，千 yト［ 1.1資本の利用度，人「，1,.1,•,JJ,Ii•1,lfν，＇？：＼の｛日，jjfrj カミ「) 

日j,, ;'! ＇；こずる。

「第店主主」では，アフリカ「工業化」の議位となる経

済的諸条件が述べられる。まず，現在のアフリカ経済を

規定する歴史的要因として，アフリカの孤、＇ d'I：，市場経

済の普及度，奴隷il)lj度の役割，収奪経済， 11/［民地経済等

をあげ、また「工業化」の精神的基椴として，地型I：学（（］ . 

1t.l"rti'ic1,・1：論， fデオロギーと止すごCc11[,,J!:'1iラ人種と近

代q;:, 11 l民地体制の影響れどをじム ・" ：，に「工業化」

辿れにおける気候条件と労相 f;.';.s L :I仁＇－ :: ＇也への影響

｝二，＿：.Iけら。ついでアフリヌ， _,,¥I iに Y', ' .；。＇ll当の..；：ー

ジ数をさき，エゾブトの人口過剰同地，昨／1い死亡率とそ

の原因，栄養不足の経済・社会や的要因およびアフリカ

人労働者の能率などに船、れ，最後にアフリカ「工業化」

の与件としてのエネルギーと鉱産資源につL、て述べてい

る。

1・ :(¥ :3 j立｜では，アフリカ「1てだi仁｜川i'次（r当根拠を理

論liJ：二1JJ:＇ており，本書のうちぷ ！＇開11.I；，ふ＜，l祁分となっ

！なi心.＇i,l；られどし、る。まず先進諸国の 1T:H仁」におけ

る資企調達の謄史を，古典的・標準的・政T;.lfl<Jおよび強

制的「：1：業化j というず！のドに分類，間胤している。こ

こでもまた，わずかな外資導入によって成就された日本

「工業化」の秘密を熱心に探っている。また悶際資本移

動の日」に.) ，，、どは， 19fil紀および山由紀旬以における

{ ... ) f、山氏本！ふ，出と20世紀中f葉；こ：，.iftふγぷ ljり資本

のn:t；そよおじっし、で現在の世界綜涜におけろWJH，発国

rr ・とn・.. ,n :i）、•r~•i:Hn については，日［I！訳本iこ上，：， j,のと

Lて‘ ノノリりの資本形成とその先ili'irlt J)jt_めなど，

外悶資本によるものとして，民間資本流入の客観的なら

びにじMl的障嘗および国際金融機関の機能，債権問.1ti 
訪問問の衝突，二国間金融の方法などに言及している。

段後に，資本輸出が当該国の商品輸出と国内投資規模に

及ぼす影特含検討している。

:.;;ti，＇立 iC :t，現在のアフヲカ市lI lこ.！＇5ける 工業

化！ ,, i [!iii (/)1:'.J加点を指摘する。すたわれ、第 lに、 「］二

本wノ！ ；品1'.＇.における国家の役割とし亡，主 ・fit.i~L,(iJな国

家＇，，，.， Iiノ＞j五U）先例を省み，ついでまlU1：のf;1.l:IJ!,f[1,,n「工

業化lにおける国家イニシアティブの必要性を，資本形

成と食業能力の両面から強調する。第2に，現在のfJ＼開

発闘の「工業化」政策と Lて，資本形成の指導，赤字財

政，社会的間接投資， 「工業化」諸段階とその調整の問

題などを説明する。第 3に，新しい「工業化」において

,ruf午む1'1'士ιっ「工業立地JIJ'.Jii'Llとし〈‘；q、；：ノ；，数の

.fl]/ 

I Iラ
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である。さらに付け加えれば，本舎におけるかような「工

「第7市i; t＂、わば本古川 fI録であり， 二－ Cは｛氏関 '.tiヒjへの強い；f，［，＇，］に捺して，農業改草や社会的 1tl1l射を

発国のれi斉宅i主，こと仁il'r;NI日i題を解決つ！こf )j策と L 'C"iぺ〉農業投入物な立による小農への配慮がまったくなさ

ての「原子 IJ」利用の可能川左論じ，理治的山辺・技術 ,Ji C いないのは，アフリカ諸国経済構造の多様性をは失

的研究，および経済的効果の諸点からごれをまとめてい りていると同時に，輸出商品特化による所得拡大と，輸

る。 /JI部門およびその潜在的成長－率を犠牲にする孤立的「工

m 

次に本舎の内容から主要な問題を拾って，これに若干

のコメントを加えてみよう。

まず台TI ;t、アフりカ「！一『f：じjの理論f内NW竺守ある C

著者は γ！、子 (H. J.ルlie、！、｝を引用し〈け．ιy、上う lと王雪

う。 「＇， 11じ＇if：：開発地JJ,巨1::w巨びJ最良の解i'/'.Y

りもます£“幾業”の開発だけであるという訟比が多い

が，これについて注意さるべきことは，“換業”？を集約化

しでも， ι，_i'主／f店主済発）1,:v,Ji'.:i ,Ii；要な前L＇壬「i,'_ －る“外

部経済、＇， ,:,'.f LめなL、二九ゴまり“ど；？”円改善it 

確かに食料.JJ；（材料生~i'i の閉）JIIを促すけれとも，今 11 日＇，j

所得を♀：受している先進諸問の歴史的発以合特徴 J jけ

る“累秘的治＇￥＇，＼＂を生ぜしめない，ということだ j，「;j,

れわれは！Vi;'' 崎工業”にけが，；e;IJささるべきだ土 ）＇，えてい

るわけ宇（士；C く，おそ；；， ＜三、J_，＼＇まな幸子 j川；i'.111］の“均符f

成長”が行なわれうる，と考えてし、るのである」（131ペ

ージ〕。またいわく，「侭開発国の経済発出f:t“均衡成

長”のドiし I ＇~ :ffなわれれ：.-f成功するだろ＇ Jl, ＇竺の“均

衡成長、 tJ；、、［業化”に氏 j円、ることit. ）じ］立－諸国の

経済史カ，＿，＇c,,:ELている_J ( I:：丸、ージ）と。こ？こ寺年者の

言う「均衡成長」理論は，投資の規模に関するものでは

なく，むしろ開発の経路に関するものであるらしL、。な

ぜなら， :'J ,,lt；こよれば r,C'Uピ’と＇＇ .l:'t'ln¥l-'it.＇’とは

圧いに昨拡；こがf合されてJj人それぞれ（｛）発注に相互依

存している」のだL，また「‘6農業”の改イ革「．はE是業余乗I J 

労f動力均

る」からだC ただここで問題なのは，その際の農業余剰

の拡大と余剰食糧の工業；！日ユj；，の移転が， lo"f,!;,(V,｝経済誘

悶としての；j'j！＼，＇財との交問によ 3て示されるれか，ある

いは強制的な経済11ブJとLての潔税，生産物への賦課に

よる直接的徴集によってなされるのか明らかにされてい

ない点である。換言すれi i 農業Jと「i円台以部門J

との「より仰j引さjを選ぶのか、「農業j と「行小、J!:1成長］

を選ぶu川hわ九 aらないのだ｝ 三れはアブ，； －／） における

「均衡成長jの可能性を考える場合，最も蒸本的に重要

な点であり，もう少し立ち入＇）た分析が摂まれるゆえん

I t 6 

Y:ii二Jとの「J'l¥;がじの重要な意味を将視しているとし、わ

わはならない。

第2に， 「工業化」の経済政策的根拠について，幸子者

はl次産品輸出の不利性を強調し， 「国際的特化」に反

;],;;; 1ている。ずなj，ιまずれ1:IJfHr:同の困難として， l 

7失バ品輸出率のおさ正「価格変動jの影響，お上び l'.Z

リ条件の悪化！をあげ，ついで出邦Ji'rりには， 1 ）失8rlb4!i

イじによる経済開発パターンの脆弱性：を指摘し，また長期

的には，特化商品需要の将来における拡大可能性の少な

＂＇，ーとを例証すふかれは言う G I 'JJ僚におい・c"/11iil：長

江向” l訂正問羽;'icrド‘交易条件” ITfiヒの唯一の要問Cu 
なかった。輸／U月I得の不均等にと 4 て決定的なととは，

一般に“価格”の動きより以上に“輸出量”の変化に仰

せられるJ，「完成品価格と原材料価格との関係における

どiU土，達成主,tL允“生産性”の作成の差を明示［口、

(12fiぺ－ ~;), i恢開発国における将来の経済発尽の

ために“外国借款”を利用するには，まず“交易条件”

の改善を前提とする」（126ページ〕と。これらの指摘は

そjL自体正しく，十〈寸こ一般に認められている。しかL

－れだけで「仁辛口；iへの理論的校拠とするのは，あま

りにも安直で， fことスルクセ理論の焼直しのj惑を免れた

L、。ことにアフリカ諸国のように，まだかなりの余剰生

旅能力をもっ地域では，たとえ 1次産品国内市場の狭少

与や、需要の所得。中力性の小ささや，良業の収手堅逓ii，主に

l: 7；供給面でのじずかしさなどを／＂：；［きに入れてホ，なお

特化商品輸出拡大の可能性は残っていると忠われる。ミ

とにまた，近年l次産品特化の有利性を強調する反論が

あることも周知のとおりである。たとえば，世界の l次

ペY，総輸出にi'；める｛J王開発国の'ii'］｛，；土必ずしも多＜ tr:', 、

1次産，＇，！，Ci、商品によってその需要動向がまちま

す〉であること，先進国の農業保護による食料・原材料需

要の減退の影響は，わずかな例外を除いて，熱帯産品に

は及fぎないこと， fJWl-J発国における「輸入代替J力士j宜ん

にある程度の原材料需要が起ご η，それが先進諸［誌の

！日材料需要の減退:t,・]'(JI分的にキiげをしてし、ること，さ「》に

イ氏開発固における人口増加が食料需要を拡大せしめてい

ること，などがそれである。かかる諸点について著者は
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全 三く触れてLないのιまた退去問年以上にわた η

でアフリカ諸国から工業閣へ輸出された原材料・半製品

の価格が著しく上昇し穴：本3たや，斬7出依存度のi:1iv、国l{

%Jrにおい亡判｛仁商品市i,1/!',11 ：｝／｛棄がりjt；所得にぬけ沼〔

影響への対策などについて十， t'J少し in支のある険刊

がなされてよか d Jたと｝，！｝.う。

；は， l外［1］投資j ，；叩義とあ！れにつし、て＼ふる。

かれによれば，桁i民地時代において原材料生産のために

投資された「国際資本」は，次の二つの理由から・7フリ

んにィ：利と f(-f。すた；i)t,, 「第 Iに，低開花田に対

する投資は，工業に対してほど有利に作用Lなかったこ

と，第2に，投資は低開発地域経済を，技術・文化等の

在 IJU'J能性がほとんどff.いような形態にしたこ二・ ぞあ

る」（127ペーン〉。またいわく，「要するに植民地的“m1
際投資”は低開発国の経済成長，したがって国民所得の

U／ーをもたん；ことができ心かっ去のてあるJ,r fi'；.開発
itll)y1i ,:7ゆ二民H, Ui¥材料生産における労働者一と Lての低賃

金以外に何の）Jlj途収入も得られなかった。しかもその場

（， た忠さる－＜きことは， れら賃金引働者の数はf11（の

オJすんな部fト12: i；める』こ jEないん、てふるJ( Iと日ふー

ジ），［政府や値上〈地行政機関の公的収入は， j：と lて）J/

lHI依保を’｛（ ,,, iこする i）山 一一たとえit輸送殺i械や一部

しl！＼川占施設(7)l1<'.i'iなどー に用ヤら;jc，ほんσ）＇レ数特権

階級だけが，品｛〔民地主義当局と結託して，この状川から

f lノ人な利待合［に入れたに 7ぎなU I, かかる“tヒ浅の

hJ比ll性” (Einsピitigkeitdι： l'roduktiun) は， ふ正予iM(;i主

鎖反応過程”（wirtschaf tlich Kettenreaktionsproze B）を

もたらさないのである_I, i“政行酌経済”は頭人， 1虫jJ.

i l1J農民，支払i:1，コ，実業4：などの‘ι中「n；階級炉（t¥littel-

schicht）の存立を許さず，社会面において既存の“所得

分配”の不均等を激化させてν、る」， I外国資本の牧下は

Lj衡成長”と健全な“1ji[而階級”が乙立すると：ろに

おいてのみ行なわれるだろう」 (129ページ）， rしかし19

世紀後半に作られた世界経済構造はすでに過去のものと

な＇） た。（中略）IH工業国とiii民勢力の！日世界経；，HN；造を

維持しようとするすべての試みは失敗に帰するだろう」，

「近代工業は生清水準向上のための最も有効な手段であ

,,:, ;1,, ＇じ，それ； t寸、可避的に早f材料見Jc，＇（において fJ(!Hlされ

るだろう。（中略〉それは何も原材料生産を中Jl：すJ 二きだ

という意味ではない。それどころか，原材料生産は侭開

発囚粁済にとず｝て重要とな，Jており、それによ ι か

れらは生産手段や高価な輸入消費財を購入し，外国借款

の償還や利子の返済をなしうるのである」（130ページ）

書評

正。以上やや長すさfニヲi用は， r,r,-の叙ifにぺ、や総花的

散設さが見られることを示すためである。なお「中間階

級J欠れに関するかれの前提は，ブcイスター（B.Pfistl'r) 

の指摘主 jこ.）まで l,f，く，確古，iこ｛＇，＇ニi二独断（1りたきらレが

ある。パウプ「 ( I》.T, Hauer）は lVestAfrican Trade 

の中で「｜凶内商人が男性H:に商品を供給L，商人附級は驚く

. 宅き強、＼ CJf；成さ.tt・／＿）あるJと， sってU、る t，またり

…ナのココア，ナイジ正リアのヤシ泊，ウガンダの綿花な

どは，アフ ！） カにおける小農生産の拡大として例外的に

だ燥し日、らこと杖J,'.j央IIのとおりである。も.，ともアフ

リカにはいわゆる「封建的土地所有Jはほとんど存在し

ないから，農民の階層分化や，近代的な意味での階級の

形成をたどtc;＇こ想起してはな人なL、。また芸者は「201:t

紀中葉において， 7’フリカの知識階級が独立闘争にエネ

ルギーを結集させていることは，外国投資を隣鰭させて

いるJ.i::wべなが人 「外国'ti;.l，：の投下i土“均衡日立長”

と健全な t q，間階級”が存立するところにおしてのみ行

なわれる」と百っているのは，いささか自家儲着のきら

v、があり，ふるし、ft I IW愛三l::iLlI 依存の［かくれみの」

れともだi;;j Lる。

第4；土， γソリカ［ユ4業化」における外国民間資本調

達上のJilt，！：につい、℃ある。三子：行の氏間資本への期作

iJ, [141?＇日，:i~1紗機関－~JJ1、伝を裏返！たものとして出発す

る。かれlニよれば，よI二業債権凶への安f曲な食料．原材車
、
｜ ． 

:JI 

cl）ものと t；.り， ［／よム：0l1Wtl発凶白付為の必、要が夕十園資本の

流入を規定し，新しい世界経済構造に適合する国際資本

料動を規定する」のであれ 「外国投資は，それが債務

付iの生8.-i'Iペ3生産能力を高め，それ自身の箭要以上のも

のを生産して，その余剰をもって必要な輸入支払いを行

ない，外凶債権者を満足させうる場合にのみ，好ましい

ιのとはん己れうるJ(265ぺ←〆）。資金前途上の主観

的障害は，利害関係国によってさまざまに具なるが，た

だ新しい l国際分業Jのための投資は，国家を通じて，

i之期的iこ｛二！なわれる.＜さであり，またいわゆる「公共事

業投資」が優先されねばならない。したが。て，投資の

収益刊は短期的には期待されず，むしろ新興閣の「工業

化」によ.I -cもたらされる来るべき世界の繁栄から才、政

／わな分』j士えを受』j11>(:c,可能十lーが f想、されるにとどまる

のだ。このややファンタスティックな結論を導き出さね

ばならな，ト Jた著者一は，それから低開発国政資リスクが

必ずしも危倶さるへきものでない乙とを，さまざまな事

例をtって力説しようとする。過去においてそれほど収

J I 7 
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益が多くなく，かっリスクも小さくなかったアフリカ［11]

けi,:1品投資ぅ；、以上のにう tc論理；＇ :J-σ拡大Jl u》と思

うのは，おそらく早，11・ ふわろう。

最後に，｛氏開発国の近代化における粉神的・文化的妥

半、と、著者，n，パT一般に ／） L、て述くi、行。かお：t、アシ

アフリ 1,,;i同｜の偉大／，l青神的・にiと的・主己流i'{J・政

治的業績をたたえ， 「工業化lの支柱としてその滋要性

合ji¥i日周し， ,,,. < ＇土エジブ人‘イン i、 ,p国， :i'iくは釘本

の一i，例をあげご，とれ士灼1女諸国eノ）jL、4r的.＊王山i'i'J発浜

と対比している。 「遠く離れた国々を越えた技術進歩の

j,cjll一子生は， Jとの民族て〉ーと｛ヒの“J、γ’iこ帰せ I＇，ゐベき

尽く，人！日1.L哉の外tこち心“一品川＇ J為ft二”仁川せらる

べきである」，「したがって“産業革命”が両欧に始めら

れ勺かったど！ても，ザiLシ：こそれはつIJ＂刈年代ピ川 IJvl場所

＜）：とって

続i斉論：文としてかなり大担なものであるが，アフリカ

f工業化jにおけノ》 iI時間的ずれ｜の重耳主L・l'iを考えると

き，む Lんで害者にとソ Cf土基本的な自己椛戸、の手続き t'.

什たに違いない。ただ日本の事例の引用と解釈がやや表

面的tこ述＇b宇、また ：＇：：. ア，アブ ＇） ｝］ 諸国主：「停滞的j

(station：、r）に L, ！！可欧諸国を ；引責的」（kumulativ）に

した要閣の分析が必ずしも十分でなかったのは惜しまれ

る。ともあれ一般に本剖こついては，その学問的論記の

'.]'.,Jさと， jぺ本的意見の乏しさがしばしば指I'！話され，それ

は著者の一方的証設と単なる問題提起の緩列に過ぎぬ，

と艶J干する向きもあるが，読みかによっては，アフリカ

人少壮芋行の処女frどしてきわめて興味あるものともし、

えよう。

（調査研究部アフリカ調査室選 昭）
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